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光市医師会報

巻頭冨

故郷

光市立大和総合病院産科婦人科猪口博臣

私が大和総合病院（正確には当時は町立大和病院）に来てから、 13年近くになります。前の

病院時代（宇部興産中央病院）に、そろそろ家を建てたいと考え、住宅メーカーを決め宇部周

辺の上地を物色していた時に転勤の話がありました【人事担当の先生から、 f宇部にはあまり

長く留まれないよ、大和なら少なくとも 5年はあるj と言われ、なるべく長くマイホームに住

みたいと思い、転勤を決心しました。それからは、何回］か光市や大和町に足を運び、土地を探

しました。結局千坊台に手頃な土地を見つけ、ち上うど転勤する直前に家が建ちました。入居

した時にはまだ外装が出来ておらず、駐車場から玄関先まで、足場の板を渡っていたのを覚えて

います。入居当時、家を辿てた千幼台3丁目にはまだ数軒しか家がなく、ほとんど空き地でし

た。そのため見晴らしもよく、 f供たちもそこらじゅう走り刷って遊んでいました。

当時、妻と小学2年と 1年の娘、 1歳の息子の5人で新しい生活が始まりました。全く知り

合いのいない場所で、最初は少し不安でしたが、子供がスポーツ少年団（バレーボール）に入

ったおかげで地元の万と付き合うことが出来る様になりました。室積はまだ田舎の良さが残っ

ている上地で、皆さんが明るく元気です。そして気液ねなく付き合ってくれます。家族ぐるみ

で親しくなった方たちもでき、今ではホームパーティーをしたり 、夏には室積海岸でのバーベ

キューで、盛り上がったりして楽しんでいます。 j白－犀ーさんやガソリンスタンド、集金のおばさん

達ともお馴染みになり世間話に化が咲きます。スーパーに買い物に行っても、挨拶をする人が

噌えました。

今では、娘達は高校をZ作業し家を出ています。息子も中学2年生になりました。考えてみれ

ば、 子育てという、人生の中で最も楽しい時間を、光で過ごしたことになります。家族の共有

する思い出も、 この家にいっぱい詰まっていますし夜、にとって故郷は、両親と過ごした田舎（

福岡の三池炭鉱の近く）です そこは、曽祖父の頃ぐらし、からその土地に作み31世代が同居す

る家でした。そこに帰ると、私にとって昔懐かしい風足が感触とともに蘇ってきます。それと

同じように子供たちにとっては、この土地が思い出深い故郷になるのでしょう。

回合の病院だ、った大和病院も、職員全員の努力でりよ内で2番自に病院機能評価機構の認定を

受け、昨年には再認定を受けられるほど良質の病院になりました。隔世のl·~があります。 私も

病院の医師の中では3番目の古株となりました。私は！！VJ務医ですので、またいつ転勤になるか

分かりません。できれば、すこしでも長く この土地に住みたいと患っています。そして子供た

ちが f田舎のおじいちゃん、おばあちゃんに会いに行こう。j といって、この家lこ帰ってくる

のを楽しみにしています，
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先月の医師会長
3月 1日（火） 平生看護専門学校講義
3月 2日（水） 健康増進課面会（予防接種他）
3月 3日（木） 三井小、学校保健委員会

光市3師会理事会
産業医（光社協）講義

3月 4日（金） 光市消防長面会
3月 8日（火） 平生看護専門学校講義

光市医師会理事会
3月14日（月） 介護認定審査会（アイパーク）
3月17日（木） 山口県介護認定平準化研修（山口県総合保健会館）
3月18日（金） 周南地域医療連携運営委員会等（周南敦煙）
3月20日（日） 日本循環器学会（横浜）
3月23日（水） 光市医師会月例会兼第5回介護保険研究会（商工会館）
3月24日（本） 光市学校保健委員会理事会（教育委員会）
3月28日（月） 介護認定審査会（アイパーク）
3月29日（火） 光市三師会総会（松原屋）
3月30日（水） 介護保険講演会（徳山医師会病院）
3月31日（木） 山口県内科医会役員会（山円県医師会 6階）

※検案 3件

3月の医師会活動

I . 8 （火）定例理事会
II. 23 （水）月例会 ・第 5回介護保険研究会
町 29（火）光市三師会総会 ・懇親

（医師会事務所）
（光商工会館二階）
（ホテル松原屋）

I. 定例理事会
日時：平成17年3月 8日（火）午後7時30分～ 場所：光市医師会事務局

議題 ：

I .報告事項

1.周南地域医療対策協議会（2/10)

2.山口県医師会産業医研修会自賠責保険研修会（2/12)

3.郡市医師会長会議等（2/17)

4.光市国民保険運営協議会（2/17)

5.個人情報保護法平成17年4月1日施行に当たって

6.第1回周南地域救急医療対策協議会（2/10)

7.平成17年度光市予防接種関係医師会との協議

II.協議・承認、事項

1.救急隊のAED講習について竹中、大原、丸岩

2.光市三師会総会 3月29日

3.光市医師会定時総会 5月19日5時より予定

資料（わ 1.平成16年度周南挽域医療対策協議会

（代理清水敏昭）

（兼清理事）

（河村会長）

（兼情理事）

（佃理事）

（河村会長）

（平問理事）

日時：平成17年2月10日（木）午後I時30分～4時 場所：山口県周南総合庁舎会議室
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l.市町村合併に伴う医療圏の変更等について（資料1) ：光市と大和町の合併により、以前は柳井圏だった大和病院

が周南圏になった。徳山病院の開設者が「（附とくやまJから「医療法人豊愛会Jに変更になった。

2.山口県医療安全支援センターの相談状況について（資料2)

相談は県庁で、医師または看護師が面談して行っている。

相談はあくまで中立的な立場で、患者さんと医師の橋渡しをするとしラスタンスで行っているとのこと。

3.大規模災害時における体制について（資料3) ：スライドで説明があった。

アンケート内容：

・診療可能救急患者は、18病院で計460名受け入れ可能。透析患者は4病院66床受け入れ可能。

4・自家発電について：18病院であるが全館電力供給可能なのは3病院。供給時間は5～480hr(l5病院が24hr以内）

・飲料水：0時間4病院、～12時間9病院、～24時間7病院、25時間～2病院

・備蓄状況；医薬品…2病院が備蓄、食料 …10病院で備蓄、 14病院が布庫のみ、日用品…在庫のみ

。通常電話以外の連絡方法：災害優先電話を使う

4砂マニュアノレの作成の有無：11病院で使っていない 3 
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+16年度の台風による停活の有無：O～3日停電、停電するとエレベーターが止まるので配膳が大変だったとのこと

。災台拠点病院：基幹災宮拠点病院－ 一山口県立中央病院、災吉拠点病院…徳山中央病院

井 kl涜長先生の話：徳山中央病院は台風で停電のとき801kwしか屯力がなかった（160kwは必要）。

新館は建て替えたが残りを建て替えるのに（自前で）あと10年はかかるだろう。

会結論：病院の特性を考え、マニュアノレの作成が必要、外部からの支援が受けられるまで白立できる体制を！

4.小児救急医療体制の運営状悦について（資料4）：内問先生から資料4のスライドを用いて説明があった。

夜間・休日の小児科医不足が問題→マンパワー不足のため広域化、集約化するしかない→徳111中央病院に

リCし開設（平成9年4月）予休日ィ支rm診療所への小児科院の出務→地域の小児科保全員で小児の一次救急を担う

徳Ill、ド松、光の15名の小児科医〒日曜祭日は広島大の小児科医2次、入院の必要な場合はすべて徳山中央病院

が受け入れる→会将来的には徳山中央病院：こf周南地域こども急患センターjを併設することが望まれる

5.その他

県議会で救急車と病院の連絡に関しての質問あり。（ホットラインはあるのか）

周南地区の8救急病院ではすべてr（代）電話Jで対応しており、うまく運営されている。従って、「ホットラインJを特別に

置く必要はない。 （文.a清次敏昭）

資料② 2.山口県医師会産業医研修会自賠責保険研修会

日時：平成17年2月12円（上）午後3時～午後4時40分 場所：山口県総合保健会館 2F第I研修室

対象：自賠責医療を判当する医師および産業医、産業医を希望する医師受講料 無料

特別講演 15:00～16:00

重症外傷患者に対する診断と治療

山口大学医学部附属病院両度救命救急センター長前川剛志教授

。持演 16:00～16:40 

自賠責保険（共済）出合調慌のしくみ

出害保険料率算出機構山n白賠責損害調主事務所長出版男先生

［取得できる単位］

日本医師会認定産業医制度（申訪中）

基礎研修後期1単位生涯研修専門l単位

口本医師会生涯教育制度 5単位

資料③ 3.郡市医師会長会議

日時．平成17年2月17日（木）

L都道府県医師会長協議会報告（藤原会長）

異常死についての医師会の対応（山口県）

2.伺別指導結果報告

3.ドクターバンク状況医師求人16名休職l名

4.市町村合併に伴う医師会合併の手引き

5.個人情報保護法について

6.がん登録の推進について

7.薬事法改正に伴うコンタクトレンズ販売許可について

8.新年度医師会事業について

9.都市医師会からの質問 混合診療について（下松）

10.県医学会総会 6月1911（日）宇部

場所：山口県医師会館

資料⑨ 3.平成16年度第2回医師国民健康保険組合通常組合会

日時：平成17年2月17日（木）15:00～ 場所：山口県医師会館 6F

l.保険料の変更

甲種目，500→ 20,500

乙種 8,500 .. 11,500 

家族 7,500 》l0,500 

2.平成17年慶事業計lfl1j

3. ljL成17年度歳入抜山予算 1, 1'1'1,529 

資料⑤ 3.平成16年摩第2田山口県医師互助会支部長会

1.平成17年度山口県医師正助会事業計画について（年会費 3万円）
4 2.半成L7年産山口県医師可到j会予井について 7810力・a子 災害見舞金、弔慰金、傷病見舞金

（ 
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資料⑥ 4.光市国民保険運営協議会

日時：平成17年2月17日（木）

l平成17年度光市国民健康保険事業運営方針

(1）執務体制の確立

2005. 4 

国民健康保険事業の円滑な運営を図るため、迅速かつ正確な事務処理体制の強化に努力するとともに、各種研修会等

への積極的な参加により職員の資質向上を図り、被保険者の福祉向上に努力する。

(2）被保険者の資格適用及び保険給付の適正化

ア被保険者の適用については、市民に早期届出の励行の周知徹底を図るとともに、 関係各課との連携のもとに、その

資格の適用の適正化に努める。

8月を準用の適正化月間とし、擬制世帯の被保険者については生計維持関係や収入状況等を調査し、被用者保険の

被扶養者に該当すると思われる被保険者には通知指導を行い適用の適正化を図る。

イ保険給付の適正化については、毎月きめこまかなレセプト点検及び縦覧点検を行うとともに、被保険者の資格点検、

給付発生原因の点検を積極的に実施する。

ウ交通事故等第三者行為に係る給付については、被害状況の届出、レセプトの点検、保険医療機関等への照会により

早期に実情を把握し、被保険者の安易な、あるいは不本意な示談による損害賠償請求権の放棄が、本人及び保険者

に重大な不利益をもたらすことのなし、ように求償事務を効率的に行う。

(3）国民健療保険税の賦課

ア国民健康保険税は、国庫支出金とともに国民健康保険事業における基本的収入であり、国保財政の安定化のために

医療費等の動向に対応した額が適正に課税されなければならない。

平成17年度の予算編成における歳出所要軽費のうち、最も大きな部分を占める療養給付費の推計においては、

算定のもととなる被保険者l人当たりの費用額の伸びを、16年度決算見込み額に対し0.0%とした結果、保険者負担額

ベースで一般被保険者分3.59%、退職被保険者等分14.51%、全体では8.85%の伸びが見込まれるところである。

また、介護納付金においても、固から提示される介護保険第2号被保険者l人当たり負担額が8.48%引き上げられた

こと等に伴い、 16年度決算見込み額に対し21.44%の増加となっている。

こうした費用のおおむね2分のl相当額は国民健康保険税で賄うこととされており、現行税率では大幅な財源不足が

生じること、また、17年度において旧光市、 旧大和町の税率の統合を行うこととしていることから、見直しを行うものである。

＜国民健康保険税率傑）＞

0医療給付費分 現行 改正案 O介護納付金分 現 行 改正案

世帯}jlj平等割 22,700円（23,500円） 24,600P 世帯別平等書11 4,100円（4,500円） 5,700円

被保険者均等割 26,700円（24,800円） 28,4001 被保険者均等割 6,100円（6,500円） 8,700円

所得額l 7.9% ( 6.8%) 8.9% 所得！1J 1.2% (1.0%) 1.8% 

資産割 17.2% (50.0%) 12.5% 資産割 0. 7% (10.0%) 0.9% 

※ f現行Jの（）内の数値はi日大和町分。

イ保険税の平準化については、平成17年度の税率改正においても適用するものである。

(4）国民健康保険税の確保

ア健全な国保財政を維持し納税義務者間の公平を保つため、賦課された保険税は確実に収納されなければならない。

旧光市と旧大和町を合わせた保険税の現年課税分の収納率は、平成13年度94.07%、14年度94.18兎、15年度

94.23%と微増ながら上昇傾向にあるものの、15年度においては9,000万円余りの未収額が生じており、収納率向上

対策を強化していく必要がある。このため、「夜間収納・相談窓口jの開設や、税務課職員の夜間徴収業務に対する

管理職や関係職員の支援等収納強化対策を継続実施し、また、保険税の納期を現行の8期（9期）から10期に増やす

ことにより、口座振替推奨とともに、納付しやすい環境の整備に努めるものとする。

イ「被保険者資格~if明書Jの発行については、 平成13年度から国民健康保険法に基づき実施しているところであるが、
この証明書は医療給付の制限等を伴うため、一定の要件を満たす滞納者には「短期被保険者証Jを発行して納付

相談の機会等を増やし納付促進を図ることにより、証明書の発行を未然に防ぐよう努める。

ウ被保険者証の定期更新（毎年9月）における配達記録郵便の導入は、旧光市において平成14年度から実施し、新市

発足後は、旧大和町被保険者についても同様に実施したところであり、今後も継続することとしているが、納付指導を

要する世帯については、窓口での更新を原則とし、納付相談の機会をできるかぎり増加させるよう努めてして。

(5）広報活動の推進

事業の円滑な運営を維持するためには、国保制度の趣旨、内容について十分な理解と協力が必要であり、市広報への

掲載、パンフレット等の配布に加え、 ｜日光市において平成14.年度から始まった「出前講座Jを有効活用し一層の周知を図る。

(6）保健事業の推進

被保険者の健康維持増進に寄与するため、保健師と密接な連携を保ちながら、病気の早期発見、早期治療等重症化

防止効果等が認められる次の事業を実胞することとした。

ア人間ドック事業

イはり及びきゅう施術費助成事業
ウ f生活習慣病jの予防等を目的とした健康教室の開設 5 
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エ無受診世帯！こ対するf健康優良家庭j表彰事業

オ院療費通知事業；年6例、すべての診療月を対象とした医療費の総額を通知することにより、健康意識の高揚を図る

カ凶保ヘルスアップ事業

国の助成事業の一つであるf凶保総合健康づくり事業J（助成年数5年）を平 成17年度から実施することとし、さらに

積槻的な健康づくりを推進する、

手成12年度から、f総合データパンク事業」として、保健福祉施策の基礎資料に資するため、被保険者の健康情報等

を総合的に管理することを目的としたシステムの構築（5カ年計阿）を進めており、16年度に完了するもめであるが、この

システムによって得られるデ「ータを有効活用し、「生活習慣病J予防による医療費抑制にじ眼をおいた、新たな事業を

展開するものである。

主な事業内容は、従来の「健康教室Jに加え、rウオーキング講習会」（専門家によるウオーキング実技指導）、「コスメ

ティックセラピJJ （引きこもり予防を目的とした化粧療法講習会）. rアドバイスレターJ（食習慣改善を目的とした通信型

相談指導）等である。

資料(J) 5 . 個人情報保諸法平成17年4月 1 日腕行に当たって・・・月~IJ会に別掲

日時・平成17年3月101可（本）午後3時～5時 場所：山口県医師会館 6F

資料⑨ 6.平成17年第1回周南地域救急医療対策協議会

日時：平成17年2月10~ （木）午後2時 場所：周南市徳山保健センター

l.平成15年度病院群輪番制状況

2.平成15年度歳入歳出決算

①病院群輪番制運営事業 238,000 

②小児救急医療対策事業 986,000 （時給810)

③平成17年度夜間輪番について

資料⑨ 7.17年度光市予防樺種関係医師会との協議

日時：平成17年3月21:1

※予防接種関係

l. チ診~について（内容は、県内統一様式に基づいて作成）
2、個人保護条例について

①既に配付している予診票への対応（別紙参照）

a：必要事項を印刷した別紙を作成し、医師が説明後保護者に署名してもらう。予診京に貼付する。

b：必要事項を印制したシー／レを作成する。来所時に、各医療機関でシールを予診票に貼付し、署名をもらう

C:f実師が口頭で、保護者に説明し、署名をもらう。回収後、市で・シールまたはゴ、ム印を押す。（周南市からの情報）

②予診票提出に保護者の｜円1立が符られない場合の対応

－保護者令．員に予診票提出の｜乱立が符られるよう、各医療機関で説明の徹底をお願いしたい。

＊市は、対象者の健康管理に使用する以外予診票を前附することはない。（守秘義務厳守）

＊市は、予防接種の記録が義務付：7られており、予防接種を接続したかの確認が可能

. r・診票の提也がない場合、市としては支払L、は難しい（予防接蔀対象者としての確認 が必要）

＊定期予防接種実施要領には、 市町村には予診票の管理、予防接種台帳の作成符理義務がある。（予防接種台帳

には、接種者名、住所、予防接楠橋類、接種年月臼、匹師名、接種薬i夜、接種量の記載の．涜務付け）

＝寺本人負担

3. ！，巳市：・生徒の予防接種について

．平成げ年度より広域化となり、

対象年齢と接種期間についての確認

※確認：：μ：項

・対象年齢は、予防接種法に定められた年齢とする。

平成16年度

2・B 吋炎問中学3年

二種a合 Ill'JI 小学6年

級事量期明

予鯵.西日付方法

I s月1日～霊3月31日

毎年4月末に．守役から

配付

予防Ii穏法による
税対象年lfl

9.1!～l 3歳

iiましい時期

9歳

l 4 ~－ l 5ぷ Il 4篇

・接純却l聞を、3月までとせず、予防接開法に定められた年齢に遣するまでとする（なるべく3月末日までの接種を勧奨したし、）

．子J参照．は今まで、通り、学校を過して、平成16年度と同様、小学4・6年、中学3年の児童生徒に対し、4月末に配付する。

4. BCG了，防接種について

－ヤ・成17年4月1日から（結絞予防法の改正） 対象年齢：牛．後6月未満まで 接種方法；直接BCG接種

5.定期の予防接種の実施について（資料参照）

＊コッホ現象事例報告書（Pl3、I1、20)
＊ ー予防接種後副反応報告占（内、 10、19、21)
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学術講演会・月例会・第5回介護保険研究会

「在宅医療 あれこれ」

河郷診煉所院長
河郷忍先生

口時：平成17年3月23日（水）19:30～ 場所：光商L会館2階大会議室

講師略歴

s53関西医科大学卒業
関西医科大学第3内科入局

s57開業
現在に至る

昭和57年から22年間、一人地域医療に取り組んでおられる河郷先生の情熱あふれる講演を拝聴しました。

「床は抜け、ガラス戸は割れ、ガスも水道もなく、冷蔵庫も洗濯機もない・・・J部屋に住んでおられるお年害り

の往診依頼のお話、（施設や病院に入りたくない、悲惨な環境で、暮らしている人達がいらっしゃる。独居老人

の問題は深刻なのです）。また、多くの合併症を持ち、在宅で
お話、寝，たきり老人に多い耳垢のユニ一クなお話、地域ケアマネージャーさんとのお話、勝臓癌末期の患者

さんの往診のお話、さらには、自作CDf往診ハラショーJのお話、（作曲されたリピート山中さんのコンサ」トが

今年10月30日の周南医学会午後の部で催されるそうです）などなど、話題は豊富でした。

最後に患者さんにも披露されているというf手品ショーJを見せて戴きました。結構凝っていました。河村会長

も参加され、みなさん楽しませていただきました。ますますの先生のご活躍をお祈りいたします。

m. 学術講演会・月例会

1・: ~~ 
．－－－ 一一

「医療機関に於ける医療情報の保護J

佃理事

7 
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N. 平成 15・16年度三師会通常総会 ＆ 懇親会

平成17年3月29日（火）

l.開会

2.黙祷物故者（医）福本寿雄先生平成15年11月26円ご逝去

（薬）武谷邦雄先生平成15年12月 4日ご逝去

（薬）野村庫志先生平成16年 8月31日ご逝去

（歯）宇治澄先生平成16年 4月 4日ご逝去

3.会長挨拶

4.議長選出及び開会宣言

5.議案審議（1）平成15・16年度事業報告

場所：ホテル松原屋

(2）平成15・16年度会計収支決算の承認を求める事項（監査報告）

(3）次期役員改選薬剤師会会長石丸

(4）今後の三師会活動

(5）その他

6.新会長挨拶 懇親会

7.閉会

9 
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線.念草震をき／

縁友会コンペ成績表｛平成17年3月20日）

アウト イン Gross HC Net 原位

守図忠正 48 48 96 15 8¥ 優勝
語家村本ト 44 50 94 10 84 準優勝
河崎要助 63 51 104 20 84 3位
番山宏 48 46 94 10 84 4位

a量本埠土 46 44 90 5 85 5位
、，武遼夫 48 50 98 12 86 6位

一豊斉睡藤蓮良志明
47 49 96 9 87 7位
57 52 109 20 89 8｛立

：湾氷泰男 45 56 101 8 93 9位
守友康員IJ 60 47 107 14 93 BB 

兼清照久 53 55 108 8 100 11位
守本正春 OS 

業清英則 OS 

久保図肇 OS 

正本敏銭 OS 

・同ネットは高齢者の上位

ドラコン：正本、兼清（芙） ドラタン守本、兼清（照）
ニアピン．海永、績山、守本、兼清（照）
ベスグロ・森本

次回HC守図 15→12

ホームページだより

規制政革 ・民間関放挺進会議が3月下旬にとりまとめる追加答申の原案に、
2005度中に医師免許更新制度の導入と電子力ルテの導入義務的けを盛り込み
ました。混合診療が一段落したので次の策を練っているようです。小生は電子力
ルテを導入していますが、やはり紙カルテは離せません。 自作のパソコンに年間
使用料十三万円のソフトを載せて、超格安で運用しています。しかし、業者任せ
ではこうはいきませんね。一方的に医療側に負担を負わせ、伺ら見返りのない要
求は受け入れられないですね。以前、政府が IT化を進めている時に臼医が便乗
して「ORC A」を進めているのに蛮な臭いを感じておりましたが、 「会員のた
めの電子力ルテ」になっていないように男えます。今後どのような進化を辿るの
か見守るつもりです。政府のいう IT化とは、それに付随する経済効果を期待し
ているちのであり、それ以上であってはならないようです。政府のかけ声は形だ
けのもので、 NT Tとともにネット環境の成長を妨げるちのでしかありませんで
した。真の lT化は情報の透明化であり、その効率的渉透で、ある意味政府を困
惑させるちのかも知れないのです。

山口県光市佃医院
佃邦夫

2005. 1 
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連絡事項

受付

月 日
発送番号 通 達文書名

3 1 山県富量発421 「陣容者のための口腔ケア講習会」の開催について｛ご案内）

事務違絡 インフルエンザ様疾患集団発生について

事i9i連絡 「地区内科医会修行講演会に関して」について

2 事務連絡 インフルエンザ嫌疾怠集団発金について

3 山医発737 医S際法25条第 1項の規定に基づく立入検査要綱の一部改正について

7 山医発739 日医生誕童数育協力講座セミナー f脳・心血管疾患畿座j第 1自の開催について

縄鍵 10215戸S 平成 16年度3月分診療所立入検査の実絡について

9 山口県医師会 偏人情報保緩法への対応について（資事時の送付）

1 0 山医発738 「日医標準レセプトソフトJ常般展示について

山医発75 0 小児慢性特定疾患治療研究事業に係る資料の送付について

山医発73 3 平成 16年度学校医等研修会の助成について

1 4 医務 14-12 山口県救急医僚情報システムの運用状況月報（平成l7年2月）について

日本医商事会 日医医賠責特約保険｛平成l7年 7Jl加入手続菱電貰（加入依積書）｝の配布方依頓について

1 5 山医発756 f山口県医学会誌J第 39号の配痛について

24 山医発776 事k急事生命士の葉剤｛エピネフリン）役援の実範毒事について

山医発775 健康敬膏テキスト f前立店長肥大症と前立腺ガンJの送付について

山医発778 平成17年度目本医師会生涯教育制度について

26 山口県内科医会 第 76図書E市内科医会会長会穫の開催について

山医発783 第 150回定例代費量員会の開催について

山医発782 小児慢性特定疾~治療研究事業に係る資料の送付について

山医発784 医療機関におけるグルタアルデヒドによる労働者の健康障害防止について

山口県医師会 「予防接穣ガイドラインJ 「予防後績と子どもの健康Jの送付について

27 山震発78 7 平成 l7年度目本医師会費について

山医発788 平成17年度広電車予防接種の笑策について

山医発789 平成17年度母子保健事業3寄託名簿の送付について

30 日医発12 9 3 厚生労働省作成の f医療・介護関係者における個人情報の適切な取り緩いのためのガイドラインjに関する

Q&A について

山医発79 9 個人情報漏えい保健について

3 l 山口県医師会 f有病者の歯科治療マニュアル』の送付について

山医発799 個人情報漏えい保険について

山医発795 ヒヤリ・ハシト事例収集事業の実施について

山医発79 1 平成 17年度がん検診続密検査申出期間の送付について

山医発790 麻薬、麻薬原料値物、向車寄神薬及び麻業向車帯神業原料を指定する政令の－tlJを改正する政令の施行について

山医発798 第 36回全国学校保健・学校医大会開催について

医務10702 「臨床研修制度の運営についてJの一郎改正について

11 
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内科系 外科系

3/ 6（日） 62 43 
13（金） 69 6 
20（日） 72 8 
21 （月） 54 28 
27（日） 40 6 

言十 1297 91 

1111111111111111111111 あとがき 11111111111111111111111111111111111111111 

個人情報保護法なるものが4月からスタートしました。供l人の情報を勝手に利用してはいけない、なんて

ことは、所謂「道徳」であり、「人としての当然の行為Jで、「常誠Jではないのでしょうか。まずは悪用する

人たちを取り締まり裁くことに専念すべきで、利用される側にツケを回してはし、かがなものかと思いました。

なんだか世の中、「弱者救済jとか言って、その実悪者救済Jをしているのではと勘ぐってしまいます。

2005. ・1 

河郷先生の人間味溢れる医療、その生活ぶりをお聞きして、 「カンゾー先生jとし、う映幽を思い出しました

f開業医は足だ。片足折れなば片足にて走らん。両足折れなば手にて走らん。疲れても定れ、寝ても定れ、

走りに走りて生涯を終わらんj映阿の中の主人公、柄本明が言います。患者さんを信じて我々は医療を行い

たいものです。患者さんを信じずに、医療せよと言われたら、疲れたら定れません、似てしまいます。

発行所光医師会
TEL(0833) 72 2231 

発行日平成17年 4月10日
発行者河村康明
編集者広報担巧
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